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線分値線）の通過領域の考え方 考え方の 順 像 法 で
ー ー

→ 良問演習65.66/100 を復習 グラフから領域上のXのとりうる値の範囲は
順像法と逆像法の考え方を わかるので、Xを固定して考えられる！
マスターして、 選べるように！
佾回はどちらも紹介します。 題意の領域をDとし、D上の点を lx.ly）

とする。 このときグラフからXのとりうる一まずはグラフで視覚化して捉える. 値の範囲は O E X E T T Iであり、
チェックができる

謎 範 囲 を 求 め る 。
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がいた
とき..、

こんな感じのはず. 直線PQの式は
Y=-t2×+t

←傾き、母-_-t

より、x=kを代入して Yt,
y .𦥯

e



この右辺を f(t）とおくと.求めるyの値域 以 下 kの値により場合分けする。
は、f i t）の I E t E2での値域のうち、 O < K E I e I z Iy？0を満たす範囲である。
T P Q は 第 1 象 限 ！ ！ I

、あとは作業 域；
。
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f It）=-k(t.IT-_- としたいが、

k=0のときは1次関数で別扱い.' k i k k i
(i） 1<=0のとき、 M a x . m i n のパターンはこの4つ！
f It）=t と な る の で

_で動
旬-_-軸
_

求めるYの値域は 1 E Y E 2 f(t）の I E A E 2 での値域は

0以上も満たず
篊：！！...豔が
求め瞭

!

- k + 1

E f i t )E-41<+2（ii） 0 < K E I のとき、

H）-_-KGが+f より.
T o なの値域は -1<+1は三-41.+2

ー ー



（イ）f< K EJのとき、 ←軸：IEst<2 に）なくk£1 のとき、← 軸 ：It）の IE A E 2 での値域は f I t）の I EEE2での値域は
min_が）Ef(t)Effie m a

'？橋
m i n I E E f I t ) Ef11）_max 爾！

⇒ - 1 <+1 E f i t ) E i

!

- 4 1<+2 E f i t ) E - k + 1
となり、0以上となるので、求める となり、I<k€1のもとで
y の 値域は -1<+1 # _

"

4 k t z o . t t / E 0 _となるので、
（ウ）ちくk E士のとき、 ← 軸 ： I E I t 求める yの値域はO fIt）小 0以上のみ！！
fit）の I E A E 2 での値域は 、

_。
ace𨂊
匊

⇒ -41<+2E f i t ) E c i
讞
恭.ie"となり、0以上となるので、求める

との値域は-41<+2的 か、ー ー 、

「2
T下端はずっと負の値.



以上（i）（ii）をまとめて、 kをXに変えると、 y ハ

領土或Dの式は
X=0のとき I E y E 2 f -

0 < X E f n - X t I E y E - 4 × + 2|f × f n - × + 1 EYE
J a x E I " -4×+2 EYEが

（境界含む）

........-.-
fiiiii

となる。

これを図示すると以下の通り。
☆連続しているか、

y-_-4×+2最初の考察通り 妥当なものに /i
なっているか. に注意！



考え方の逆像法で
ー ー

つまり、 X 2 0 .Y E O のもと、
T T M 関 係 な い

線分が領域上の（XX）を通るような tが x t 2 . t t Y=0...a）が1EAE2に実数解
1€た£2に存在するかで考える.
題意の領域をDとし、D上の点を（xx）

_をもつようなMY）の必要十分条件を可が
2次方程式の解の配置問題に帰着！！

とする。 線分 PQ の式は （X=0は例外）
y-_-fx t t ( i ) X=0 のとき、|X20 M）は - t + Y = 0

y 2 0 t = Y となるので、
1 E Y E 2 が必要十分 .→ I EEE2にと表せるので、

実数解もった が × + t
←

線狀
州
省.meX z

of
た。 1*）は X(t-if i t Y = 0 となり、

を満たす tが IEEE2に存在するような、 この左辺を g It）とおく.
I X .丫）についての必要で'を 求 め る 。 _



get）=0が IE t E2に実数ーー解ささような よって、求める領域Dの式は、
必要十分条件は、 X > 0 のもと X E O. t t？ 0 のもと、 大前提！

i.蠶X
o r
t HEが 又はした

が
なしと-4
が2y E - 4 × + 2 はE-X+1

軸 & D &端点 端点の積 E0 20 ③
y z - 4×+21E※-E2

7 は g l i )gk )E O となるので、 I f y-_-4×+2- I t Y E O/x i i i 仚

又 は
g（2）=4X-2+Y?o g(DEOかつG12）20iii.
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i s X E E に一 × + 1 |\⇒ |YE
が

7は｛YE-4×+2

e x . . .
i；！！がたい
が、，Y 2 - 4 × + 2 Y E - X + 1


